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貞
本 

和
彦

◎
岡
山
大
学
A
l
u
m
n
i（
全
学
同
窓
会
）

　
愛
媛
県
支
部（
愛
媛
半
田
山
会
）代
表
幹
事

生
は
、
1
9
5
2
年
（
昭
和
27

年
）
春
、
愛
媛
県
立
松
山
東
高

等
学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。
そ

の
後
1
年
間
大
阪
・
東
京
で
浪
人
生
活
を
送

り
、
翌
年
春
（
1
9
5
3
年
）
岡
山
大
学
理

学
部
に
入
学
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
一
般

教
養
（
医
学
進
学
コ
ー
ス
）
の
2
年
間
は
津

島
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
新
制
綜
合
大
学
の
学
生

と
し
て
誇
り
を
持
っ
た
学
生
生
活
を
送
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
事
は
現
在
で
も
大
変

有
難
く
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
郷
里

の
先
輩
で
も
あ
っ
た
、
植
物
学
の
権
威
故
猪

野
俊
平
教
授
に
は
公
私
共
に
お
世
話
に
な

り
、
改
め
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
入
学
後
の
サ
ー
ク
ル
活
動
と
し
て
、

直
ち
に
入
部
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
が
「
演

劇
部
」
で
し
た
。
早
速
木
下
順
二
作
・
諷
刺

民
話
劇
「
三
年
寝
太
郎
」
の
演
出
助
手
と
し

て
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
俳
優

（
キ
ャ
ス
ト
）
達
の
発
声
練
習
も
兼
ね
て
、

当
時
は
部
員
全
員
で
機
会
あ
る
ご
と
に
ロ
シ

ア
民
謡
や
イ
ギ
リ
ス
民
謡
を
数
多
く
唄
う
の

が
常
で
し
た
。
そ
し
て
そ
の
年
の
秋
（
9

月
）
頃
か
ら
、
初
め
て
こ
れ
ら
の
歌
唄
い
の

最
後
に
、
あ
の
有
名
な
「
半
田
山
の
学
生

歌
」
が
必
ず
唄
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
。

　

岡
山
大
2
期
生
の
故
三
沢
信
弘
先
輩
が
作

詞
さ
れ
た
と
伝
え
聞
く
あ
の
歌
の
文
句
の
中

で
、
特
に
「
…
木
枯
ら
し
が
す
さ
ぶ
中
を
、

我
ら
の
学
舎
を
守
ろ
う
…
」
と
い
う
く
だ
り

は
、
今
に
な
っ
て
聞
い
て
も
涙
が
で
る
程
感

慨
無
量
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
鹿
田
キ
ャ
ン

パ
ス
（
医
学
部
）
に
移
っ
て
か
ら
は
、
直
ち

に
柔
道
部
に
入
部
し
、
や
が
て
初
段
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。
週
に
1
回
は
津
島
の
柔
道
場

に
通
い
、
心
身
共
に
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
柔
道
部
の
合
宿
や
コ
ン
パ
で
旧
制
六
高
や

旧
制
高
校
の
歌
と
共
に
必
ず
部
員
が
唄
っ
た

の
が
こ
の
「
半
田
山
の
学
生
歌
」
で
し
た
。

　

そ
の
後
（
59
年
後
）
2
0
1
2
年
6
月

に
、
小
生
と
山
之
内
芳
夫
氏
（
昭
和
47
年
法

文
卒
）
ら
と
共
に
岡
山
大
学
松
山
同
窓
会
を

発
足
さ
せ
ま
し
た
が
、
開
会
歌
と
し
て
唄
っ

小

た
の
が
こ
の
「
半
田
山
の
学
生
歌
」
で
あ

り
、
2
年
後
か
ら
新
し
く
発
足
し
た
岡
山
大

学
A
l
u
m
n
i
愛
媛
県
支
部
（
愛
媛
半
田

山
会
）
の
総
会
開
会
歌
も
こ
の
歌
で
あ
り
ま

す
。
本
会
の
「
愛
媛
半
田
山
会
」
と
い
う
別

名
の
「
半
田
山
」
は
、
こ
の
「
半
田
山
の
学

生
歌
」
か
ら
と
っ
た
も
の
で
す
。

　

今
さ
ら
言
う
に
は
及
び
ま
せ
ん
が
、
小
生

の
尊
敬
す
る
A
l
u
m
n
i
会
長
小
長
啓
一

先
輩
（
写
真
参
照
）
や
森
田
ビ
ジ
ョ
ン
で
有

名
な
岡
山
大
学
長
の
森
田
潔
先
生
ら
と
共

に
、
全
学
同
窓
会
や
岡
山
大
学
の
一
致
団
結

と
、
今
後
の
益
々
の
発
展
を
祈
り
、
地
方
会

員
と
し
て
も
努
力
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
幸
い
昨
秋
の
A
l
u
m
n
i
総
会

で
は
、
森
田
潔
学
長
の
推
進
す
る
国
際
同
窓

会
ロ
ン
ド
ン
支
部
で
活
躍
中
の
小
谷
信
行
先

生
（
昭
和
50
年
岡
大
医
卒
、
元
松
山
赤
十
字

病
院
小
児
科
部
長
）
に
お
会
い
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
（
写
真
参
照
）
。
重
ね
て
本
学

国
際
同
窓
会
の
今
後
の
発
展
も
心
か
ら
お
祈

り
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

愛媛県松山市出身。
1959年 岡山大学医学部卒業。
1964年 岡山大学大学院医学研究科（脳神経外科
学専攻）修了、医学博士。
1965年 岡山大学医学部脳神経外科学講座講師。
1971年 松山市にて貞本病院を開院、現在に至る。
現在：国際MRアンギオグラフィ学会（SMRA）理
事。日本臨床脳神経外科学会常任理事。
日本脳神経外科学会評議員（専門医）。医学雑誌「CI
研究」編集委員。岡山大学Alumni理事、愛媛県支部代
表幹事。岡山大学鶴翔会松山支部長など。

Profile

岡山大学
Alumniに
寄せて

全学同窓会

お
ゝ
岡
大
　
我
ら
の
も
の
！！

国際同窓会ロンドン
支部にて活躍中の
小谷信行先生（元
松山赤十字病院 小
児科部長）（右）と筆
者（左）

同Alumni総会にて

平成28年度Alumni総会にて
小長啓一会長（左）と筆者（右）

さ

だ

も

と

 

か

ず

ひ

こ

う
た
う
た

2岡山大学Alumni（全学同窓会）会報 vol.4



平
成
28
年
10
月
22
日
（
土
）
、
「
岡
山
大
学

ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

イ
２
０
１
６
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
同
窓
生

ら
約
２
４
０
０
人
の
来
場
者
は
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
楽
し
み
、
互
い
に
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

 

午
前
9
時
10
分
、
応
援
団
総
部
に
よ
る
力
強

い
歓
迎
演
舞
で
開
幕
。
メ
イ
ン
会
場
の
創
立

五
十
周
年
記
念
館
で
は
、
歓
迎
式
典
や
岡
山

大
学
A
l
u
m
n
i
（
全
学
同
窓
会
）
総

会
、
「
ア
ジ
ア
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
」
と
言
わ
れ

る
ラ
モ
ン
・
マ
グ
サ
イ
サ
イ
賞
の
受
賞
者
で

あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
社
会
起
業
家
ト
ゥ

リ
・
ム
ン
プ
ニ
氏
に
よ
る
記
念
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
学
生
音
楽
系

サ
ー
ク
ル
・
団
体
が
出
演
す
る
「
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
や
、
工
学
部
の

技
術
職
員
に
よ
る
国
際
化
学
実
験
教
室
、
毎

回
好
評
の
茶
道
部
に
よ
る
お
茶
席
等
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

 

ま
た
、
創
立
五
十
周
年
記
念
館
周
辺
の
屋
外

で
は
、
在
学
生
が
同
窓
生
に
お
茶
と
お
菓
子

を
ふ
る
ま
い
な
が
ら
本
学
の
今
と
昔
を
語
り

合
う
「
思
い
出
茶
屋
」
や
、
同
窓
生
・
在
学

生
・
留
学
生
ら
に
よ
る
模
擬
店
の
テ
ン
ト
が

立
ち
並
び
、
餅
つ
き
の
実
演
な
ど
多
彩
な
催

し
も
実
施
。
学
生
う
ら
じ
ゃ
連
の
「
楽
鬼

（
ら
っ
き
）
」
「
笑
輝
（
し
ょ
う
き
）
」
に

よ
る
迫
力
あ
る
演
舞
の
他
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
出
演
の
学
生
ら
に
よ
る
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
形
式
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
来

場
し
た
同
窓
生
ら
が
聞
き
入
っ
て
い
る
様
子

で
し
た
。

　

こ
の
他
、
学
内
各
所
で
、
J
テ
ラ
ス
カ

フ
ェ
音
楽
ラ
イ
ブ
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー

テ
ィ
ー
等
が
開
催
さ
れ
た
他
、
各
学
部
で
も

同
窓
生
に
よ
る
講
演
会
、
同
窓
生
と
在
学
生

の
交
流
を
深
め
る
懇
親
会
等
が
開
催
さ
れ
、

来
場
者
か
ら
は
、
「
学
部
O
B
の
方
か
ら
お

話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
機
会
で
し

た
」
や
「
講
義
室
や
図
書
館
な
ど
、
在
学
中

に
通
っ
て
い
た
場
所
を
懐
か
し
く
見
学
で
き

ま
し
た
」
と
い
う
ご
意
見
を
多
数
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

次
回
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
イ
で
も
様
々
な
企
画
を
ご
用
意
し

て
、
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

岡山大学スーパーグローバル
ホームカミングデイ 2016

同日に、岡山大学Alumni（全学同
窓会）総会を始め、様々な企画を開
催します。詳細は随時、岡山大学
ホームページでお知らせします。
岡山大学ホームページ
http://www.okayama-u.ac.jp/

次回開催予定日

平成29年10月21日（土）

開催報告！！

本学の同窓生の皆様にふたたび岡山大学に足を運んでいただき、大学の近況にふれ、同窓生同士、在学生、留学生、
教職員との交流を深めていただくことを目的としたイベントです。今回から世界各国の帰国留学生も招いて開催していま
す。毎年10月に開催しており、今回で7回目となりました。地域・一般の皆様のご来場も歓迎しています。

岡山大学スーパー
グローバルホーム
カミングデイとは？

応援団総部演舞

J Terrace Autumnal Concerts

歓迎式典記念講演会岡山大学ミュージックフェスティバル茶道部お茶席国際化学実験教室

うらじゃ演舞思い出茶屋ウェルカムパーティー国際同窓会総会 同窓生、在学生らによる模擬店
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お
か
や
ま
バ
ト
ン
と
は

ど
の
よ
う
な
団
体
で
す
か
？

「何かしたい」という
想いから始まった、
岡大有志の
ボランティア活動

岡
山
大
学
で
、

活
躍
し
て
い
る
人
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

中山 遥
おかやまバトン代表

文学部2回生

vol.4

ア
ク
テ
ィ
ブ

岡
大

Active
OKADAIBITO

入
っ
た
き
っ
か
け
を

教
え
て
く
だ
さ
い

在
学
生
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お
か
や
ま
バ
ト
ン
は
、
2
0
1
1
年
の
東

日
本
大
震
災
を
受
け
、
岡
山
大
学
の
教
職

員
・
学
生
の
有
志
が
「
何
か
し
た
い
」
と
い

う
想
い
を
も
っ
て
立
ち
上
げ
た
団
体
で
す
。

週
に
1
〜
2
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、

東
北
の
子
ど
も
受
け
入
れ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や

募
金
活
動
、
学
内
清
掃
活
動
な
ど
を
主
な
活

動
と
し
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
東
日
本
大
震
災
発
生
時
は
中
学

二
年
生
で
、
当
時
は
衝
撃
的
な
映
像
を
前
に
、

た
だ
た
だ
言
葉
を
失
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。
ま
さ
か
自
分
に
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ

る
と
は
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
4
年

経
っ
て
大
学
に
入
学
し
、
先
輩
に
声
を
か
け

ら
れ
て
お
か
や
ま
バ
ト
ン
に
入
り
ま
し
た
。

東
北
の
子
ど
も
受
け
入
れ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

話
を
聞
き
、
子
ど
も
た
ち
が
大
好
き
だ
と
語

る
先
輩
を
見
て
、
私
も
こ
の
人
た
ち
と
一
緒

に
活
動
し
て
み
た
い
、
自
分
に
で
き
る
こ
と

を
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

12
月
23
日
か
ら
26
日
の
間
、
第
11
回
東
北

の
子
ど
も
受
け
入
れ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ア

モ
ー
レ
志
津
中
！
あ
っ
た
か
岡
山
遠
征

2
0
1
6
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
校
庭
の
半

分
が
未
だ
仮
設
住
宅
地
で
あ
る
宮
城
県
南
三

陸
町
立
志
津
川
中
学
校
野
球
部
の
生
徒
と
保

護
者
の
皆
さ
ん
を
岡
山
に
招
待
し
て
、
広
い

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
び
の
び
と
野
球
を
す
る
と

い
う
も
の
で
、
2
0
1
1
年
か
ら
毎
年
実
施
し

て
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
刻
一
刻
と
変

具
体
的
な
活
動
内
容
を

教
え
て
く
だ
さ
い

化
し
て
い
く
現
地
の
ニ
ー
ズ
を
考
え
、
そ
し

て
様
々
な
ご
意
見
や
ア
ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
あ
た
っ

て
メ
ン
バ
ー
と
か
な
り
悩
み
ま
し
た
が
、
今

年
も
子
ど
も
た
ち
や
皆
さ
ん
に
岡
山
か
ら
の

愛
を
贈
り
た
い
、
岡
山
の
人
と
触
れ
合
っ
て

あ
っ
た
か
い
冬
を
経
験
し
て
も
ら
い
た
い
と

の
想
い
か
ら
、
実
施
を
決
定
し
ま
し
た
。
怒

涛
の
冬
と
な
り
ま
し
た
が
、
準
備
段
階
か
ら

多
く
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
私
た
ち

も
た
く
さ
ん
の
愛
を
頂
い
て
岡
山
の
人
の
温

か
さ
に
触
れ
ま
し
た
。
今
年
も
皆
様
の
お
か

げ
で
、
子
ど
も
た
ち
の
き
ら
き
ら
の
笑
顔
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
東
北
と
、

そ
し
て
岡
山
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
精
い
っ
ぱ
い
続
け
て

い
き
た
い
で
す
。
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春
時
代
で
一
番
大
切
な
シ
ー
ン
は
？
」

と
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
一
も
二

も
な
く
「
寮
、
そ
う
北
津
寮
の
一
日
一

日
」
と
答
え
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
の
東
端
、
岡
北
中
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
面
し
て
、
旧
寮
、
新
寮
、
新
々
寮
の
３
棟

が
建
っ
て
い
ま
し
た
。
旧
寮
は
名
の
通
り
古
く
、

旧
陸
軍
被
服
廠
の
建
物
を
改
造
し
た
２
人
部
屋
。

「
出
火
し
て
３
分
が
勝
負
。
遅
れ
た
ら
命
の
保
証

は
な
い
」
と
先
輩
か
ら
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
な
に
せ
暖
房
は
練
炭
火
鉢
。
よ
く
無
事
に
過

ご
せ
た
も
の
と
思
い
起
こ
し
ま
す
。

　

「
岡
山
大
学
二
十
年
史
」
に
よ
る
と
、
寮
生
の

数
は
私
が
卒
寮
し
た
昭
和
43
年
3
月
現
在
で

1
6
4
人
。
1
学
年
が
40
人
余
り
。
文
系
か
ら
理

系
、
医
学
部
ま
で
、
各
学
部
か
ら
数
人
ず
つ
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
「
全
学
部
の
学
生
が
同
居
」
が
寮
の
最
大

の
利
点
で
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
哲
学
書
を

い
つ
も
携
帯
す
る
医
学
部
の
友
人
。
「
医
は
仁
」

と
言
う
こ
と
か
。
特
に
語
学
の
勉
強
に
精
を
出
す

工
学
、
理
学
部
。
最
先
端
の
情
報
を
得
る
に
は
外

国
語
の
文
献
を
読
み
こ
な
す
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ

う
な
。
時
の
動
き
に
敏
感
に
反
応
す
る
文
系
。
法

律
に
し
て
も
経
済
に
し
て
も
、
潮
流
を
し
っ
か
り

見
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
な
。
何
も
分
か
ら
な
い

田
舎
者
の
自
分
に
は
こ
う
し
た
各
学
部
の
友
人
の

言
葉
や
行
動
、
学
問
へ
の
姿
勢
、
何
も
か
も
が
新

鮮
で
、
刺
激
的
な
毎
日
で
し
た
。

　

秋
深
ま
っ
た
時
期
、
女
子
寮
と
の
共
催
で
寮
祭

が
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
年
の
祭
で
、
女
子

寮
の
中
庭
に
竹
や
材
木
で
シ
ン
ボ
ル
塔
を
立
て
よ

う
と
準
備
に
追
わ
れ
て
い
る
と
、
「
花
壇
を
踏
み

荒
ら
し
て
、
ど
う
い
う
神
経
を
し
て
い
る
の
。
草

花
に
も
命
が
あ
る
の
よ
」
と
女
性
の
声
。
農
学
部

の
友
人
の
指
摘
が
胸
に
刺
さ
り
ま
し
た
。

　

家
の
狭
い
庭
で
春
、
秋
の
花
を
楽
し
み
に
バ
ラ

を
育
て
て
20
年
に
な
り
ま
す
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、

半
世
紀
前
の
出
来
事
の
教
訓
が
心
の
底
に
あ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

戦
後
、
新
制
の
岡
山
大
学
が
発
足
し
た
翌
年
の

昭
和
25
年
、
男
子
寮
が
設
置
。
様
々
な
時
代
の
変

遷
を
経
て
同
57
年
に
入
寮
募
集
停
止
―
と
同
期
の

田
中
秀
雄
、
早
田
武
世
両
氏
作
成
の
同
窓
会
資
料

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
寮
時
の
寮
誌
に
「
真

に
社
会
の
発
展
と
進
歩
の
た
め
に
貢
献
し
得
る
人
と

な
る
べ
く
努
力
し
た
い
」
（
二
十
年
史
）
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
た
昭
和
39
年
秋
、

欠
員
補
充
の
募
集
に
応
募
し
て
、
私
は
寮
生
に
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
卒
業
ま
で
の
3
年
半
の
寮

生
活
を
通
し
て
、
こ
の
先
輩
の
よ
う
な
高
い
志
を

培
う
こ
と
が
出
来
た
か
ど
う
か
は
心
許
な
い
の
で

す
が
、
半
世
紀
近
く
の
報
道
（
中
国
新
聞
社
）
の

最
前
線
を
生
き
抜
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
が
北
津
寮

で
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

川
本
一
之
昭
和
43
年
3
月

法
文
学
部
史
学
科
卒
業

「
青

北
津
寮
の
友

回
想
記

岡山大学北津寮の絵。
昭和２５年の開寮時から使われてきた旧寮一帯。
旧陸軍の建物を改造して活用していた
（田中秀雄氏提供）

THE
し
ょ
う

1968年 岡山大学法文学部史学科を卒業。
同年、株式会社中国新聞社に入社。
2006年 同社の代表取締役社長
2012年 代表取締役副会長に就任し、現在に至る。72才。

ほ

く

し

ん

り

ょ

う
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岡
山
大
学
通
信

岡
山
大
学
通
信 岡

山

大

学

通

信

平
成
29
年
10
月

okadai NEWS TOPICS
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NEWS
TOPICS

okadai

「
グ
ロ
ー
バル・デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー・プ
ロ
グ
ラ
ム
」が
ス
タ
ー
ト

山
大
学
で
は
、平
成
29
年
度
、ス
ー

パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
事
業
の

一
環
と
し
て
、グ
ロ
ー
バ
ル・デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー・プ
ロ

グ
ラ
ム
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。従
来
の
マ
ッ
チ
ン

グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
ス
を
拡
充
・
発
展
さ
せ
、新

た
に
英
語
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
学
士
課
程
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
用
意
し
、学
問
分
野
の
枠
を
超
え
た

学
際
的
で
実
践
的
な
学
び
や
徹
底
し
た
言
語

教
育
を
通
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人

材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。平
成
29
年
10
月

に
は
国
際
入
試
合
格
者
30
人
、平
成
30
年
4

月
に
は
国
内
入
試
合
格
者
30
人
の
計
60
人
が

第
１
期
生
と
し
て
入
学
し
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

●
様
々
な
経
歴
を
積
ん
だ
6
カ
国
13
人
の
専

任
教
員（
平
成
29
年
10
月
予
定
）

●
履
修
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
相
談
し
な
が
ら
、将

来
の
目
標
と
マ
ッ
チ
し
た
科
目
を
選
択
し
、

履
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
こ
と
で
探
求

心
や
課
題
発
見
力
を
養
成

●
共
通
言
語
は
英
語
。入
学
直
後
か
ら
レ
ベ
ル

に
合
わ
せ
た
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
英
語
の
授
業
を

実
施
し
、英
語
力
を
強
化

岡

●
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
背
景
や
経
験
を
持
つ
学

生
同
士
が
協
力
し
学
び
合
う
こ
と
で
、多
文

化
へ
の
感
性
を
高
め
る
。

●
地
域
や
N
P
O
、企
業
な
ど
と
連
携
し
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

導
入
。グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
育
む
た
め
に

海
外
留
学
も
推
奨

ロ
ー
バ
ル・デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー・プ
ロ
グ
ラ

ム
の
学
生
は
、1
年
次
に
言
語
教
育
・

教
養
教
育
に
加
え
、英
語
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

独
自
の
共
通
科
目
を
履
修
し
ま
す
。2
年
次

以
降
は
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
専
修
ト
ラ
ッ
ク
と
学

部
・
学
科
横
断
型
マ
ッ
チ
ン
グ・ト
ラ
ッ
ク
の
２
つ

の
履
修
パ
タ
ー
ン
を
選
択
し
ま
す
。

入学後の履修パターン

1年次 2年次 3年次 4年次

　

英
語
に
よ
る
科
目
の
履
修
を
中
心
に
卒
業

研
究
ま
で
を
行
い
ま
す
。（
１
）農
学
・
環
境
工

学
・天
文
化
学
を
中
心
と
し
た「
持
続
可
能
性

の
た
め
の
超
域
科
学
」ク
ラ
ス
タ
ー
、（
２
）経
済

学
・
経
営
学
・フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
学
を
中
心
と

し
た「
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
起
業
」ク
ラ
ス

タ
ー
、（
３
）社
会
学
・
人
類
学
を
中
心
と
し
た

「
文
化
的
多
様
性
と
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
」ク
ラ
ス
タ
ー

の
3
種
類
の
科
目
群（
ク
ラ
ス
タ
ー
）を
用
意

し
、学
問
分
野
の
境
界
を
超
え
た
学
際
的
履

修
を
行
い
ま
す
。

　

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
専
任
の
履
修
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
相
談
し
な
が
ら
、岡
山
大
学
の
各
学

部・各
学
科
が
提
供
す
る
多
彩
な
科
目
群
の
中

か
ら
、枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
学
び
を

自
ら
デ
ザ
イ
ン
し
ま
す
。4
年
次
に
は
、自
分

の
学
び
に
マ
ッ
チ
し
た
学
部
・
学
科
の
教
員
の
指

導
の
も
と
、卒
業
研
究
を
行
い
ま
す
。

学
部
・
学
科
横
断
型

マ
ッ
チ
ン
グ
・
ト
ラ
ッ
ク

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
専
修
ト
ラ
ッ
ク

言語教育／教養教育
ディスカバリー共通科目

ディスカバリー専修トラック
（主に英語による科目を履修）

学部・学科横断型マッチング・トラック
（主に学部が提供する科目を履修）

　　　　 ・海外留学
実践科目 ・フィールドワーク
　　　　 ・インターンシップ

卒
業
研
究

グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
リ
ア

大
学
院
進
学
、起
業

グ
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山
大
学
A
l
u
m
n
i
（
全
学
同

窓
会
）
は
、
平
成
25
年
10
月
に
設
立

さ
れ
、
現
在
3
年
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
こ

の
た
び
本
会
の
活
動
に
つ
い
て
、
同
窓
生
、
在

学
生
、
教
職
員
、
教
職
員
O
B
等
の
皆
様
に

一
層
広
く
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
共
有
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
A
l
u
m
n
i
の
ロ

ゴ
マ
ー
ク
を
公
募
に
よ
り
策
定
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

多
く
の
皆
様
か
ら
応
募
い
た
だ
い
た
37
点
の

候
補
の
中
か
ら
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
選
定
委
員
会
及

び
理
事
会
の
審
査
を
経
た
結
果
、
本
学
異
分

野
基
礎
科
学
研
究
所
の
松
本
正
和
准
教
授
の

作
品
が
最
優
秀
賞
に
決
ま
り
、
10
月
21
日

（
金
）
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
に
お
い
て
、
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

採
用
さ
れ
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
A
l
u
m
n

i 

の
〝
A
〞
と
支
え
合
う
〝
人
〞
の
字
を
表

現
し
て
お
り
、
岡
山
大
学
の
ロ
ゴ
と
並
べ
た
場

合
も
よ
く
な
じ
み
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
末

永
く
愛
さ
れ
、
様
々
な
場
面
で
活
用
し
て
頂

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。。

　

使
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
つ
い
て
は
、

A
l
u
m
n
i 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.cc.okayam

a-u.ac.jp/̃do
usou/alum

ni/new
s1_20161128.htm

l

岡

岡

山

大

学

通

信

okadai NEWS TOPICS
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／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／

岡
山
大
学
A
l
u
m
n
i（
全
学
同
窓
会
）ロ
ゴマ
ー
ク
が
決
ま
り
ま
し
た
！

事務局作成の封筒の写真
（使用例）

岡山大学Alumni（全学同窓会）ロゴマーク

基本組み合わせA

基本組み合わせB

和文組み合わせB

和文組み合わせA
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文
経
学
部
同
窓
会
大
阪
支
部
は
、

支
部
総
会
を
原
則
と
し
て
毎
年

７
月
７
日
、
場
所
は
大
阪
駅
に
近

く
交
通
の
便
も
良
い（
値
段
も
安
い
？
）「
大
阪

弥
生
会
館
」と
、ほ
ぼ
一
定
し
て
い
ま
し
た
。と

こ
ろ
が
、グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
等
大
阪
駅
北
の
再

開
発
と
の
関
係
か
、「
弥
生
会
館
」
が
昨
年
ク

ロ
ー
ズ
と
な
り
、平
成
28
年
度
は
会
場
を
大
阪

市
内
中
心
部
、
中
之
島
の「
大
阪
市
中
央
公
会

堂
」
に
変
更
し
て
行
い
ま
し
た
。料
理
は
ケ
ー

タ
リ
ン
グ
の
よ
う
で
す
が
、レ
ト
ロ
な
雰
囲
気

を
漂
わ
せ
る
会
場
は
一
見
の
値
打
ち
が
あ
り
、

会
場
変
更
に
つ
い
て
は
概
ね
好
評
だ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
次
第
で
、
平
成

29
年
度
も
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。多
数
の

ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
平
成
29
年
度
大
阪
支
部
総
会

平
成
29
年
７
月
７
日（
金
）午
後
６
時
30
分
よ
り 

大
阪
市
中
央
公
会
堂
（
大
阪
市
北
区
中
之
島

１ 

ー 

１
ー
27
）

　

ま
た
、
毎
年
２
回
程
度
、
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
、

囲
碁
大
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
の
で
、是
非

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

支
部
長　

高
村
順
久

T
E
L
／
0
6
ー
6
3
6
5
ー
5
0
0
5

事
務
局
長　

小
野
健
二

T
E
L
／
0
6
ー
6
2
2
2
ー
5
6
7
8

法
文
経
学
部
同
窓
会

育
学
部
同
窓
会
は
、
毎
年
５
月
の

第
４
土
曜
日
に
総
会
を
開
い
て

い
ま
す
。平
成
28
年
度
は
、
５
月

24
日
に
、ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

理
事
会
・
評
議
員
会
に
続
い
て
総
会
が
行

わ
れ
、前
年
度
事
業
・
決
算
、役
員
改
選
、新
年

度
事
業
計
画
・
予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、教
育
学
部
長　

髙
塚
成
信
先
生

に
「
教
育
学
部
は
こ
う
変
わ
る
」
と
い
う
演
題

で
、第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
お
け
る
取
組
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。続
い
て
行

わ
れ
た
懇
親
会
は
、髙
塚
学
部
長
の
出
席
も
い

た
だ
き
、参
加
者
が
熱
く
和
や
か
に
語
り
合
う

場
と
な
り
ま
し
た
。

　

教
育
学
部
同
窓
会
で
は
、こ
れ
か
ら
教
師
を

目
指
す
学
生
へ
の
支
援
活
動
も
進
め
て
い
ま

す
。３
回
目
を
迎
え
た「
学
業
優
秀
表
彰
」で
35

名
の
学
生
の
表
彰
を
支
援
し
ま
し
た
。ま
た
、

教
職
志
望
の
学
生
に
向
け
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
で

は
「
学
校
現
場
で
働
く
先
輩
か
ら
の
話
」
と
し

て
、４
名
の
卒
業
生
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

引
き
続
き
同
窓
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

事
務
局

T
E
L

F
A
X

教
育
学
部
同
窓
会

山
大
学
医
学
部
保
健
学
科
放
射

線
技
術
科
学
専
攻
同
窓
会
、
愛
称

は「
ほ
お
ゆ
う
」で
す
。昭
和
32
年

に
岡
山
大
学
医
学
部
附
属
診
療
エ
ッ
ク
ス
線

技
師
学
校
が
設
置
さ
れ
、昭
和
37
年
に
第
1
回

の
総
会
が
開
か
れ
て
お
り
ま
す
。同
窓
会
が
設

立
さ
れ
て
か
ら
、
会
員
数
は
1,
6
0
0
人
以

上
と
な
っ
て
い
ま
す
。卒
業
生
は
、
北
は
北
海

道
、南
は
沖
縄
ま
で
全
国
の
病
院
や
企
業
に
就

職
を
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
と
し
て
、保
健
学
科
で
の
学
位
記
授
与

式
に
参
加
す
る
ほ
か
、
年
1
回
の
評
議
員
会
、

2
年
に
1
回
の
総
会
、
懇
親
会
、
4
年
に
1
度
、

住
所
録
の
改
訂
を
行
っ
て
い
ま
す
。平
成
28
年

6
月
に
は
総
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。平
成
29

年
度
は
、会
員
名
簿
の
整
理
を
行
う
予
定
で
す
。

今
年
度
、会
員
か
ら
支
部
設
立
希
望
の
意
見
も

あ
り
、検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
ほ
お
ゆ
う
」の
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
／

http://hooyuu.m
ain.jp/

岡
山
大
学
医
学
部
保
健
学
科

放
射
線
技
術
科
学
専
攻
同
窓
会

※掲載希望のあった
　同窓会のみ掲載しています。
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／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／

法

教

岡

／
0
8
6
ー
2
5
1
ー
7
5
8
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学
部
同
窓
会
で
は
昨
年
度
は
、
同

窓
会
名
簿
の
整
備
を
行
い
ま
し

た
。今
後
は
、
冊
子
体
の
名
簿
は

発
刊
し
ま
せ
ん
が
、同
窓
会
関
係
で
名
簿
が
必

要
な
場
合
は
、工
学
部
同
窓
会
事
務
局
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い（
H
P
参
照
）。工
学
部
同
窓
会

で
は
、「
関
東
支
部
」、「
関
西
支
部
」、「
岡
山
支

部（
H
P
参
照
）」の
3
支
部
が
活
動
し
て
い
ま

す
。ま
た
、学
内
で
は
、毎
年
岡
山
大
学
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
イ
（
昨
年
は
10
月
22
日
）
に
合
わ

せ
て
同
窓
会
報
告
会
、懇
親
会（
写
真
）を
開
催

し
て
い
ま
す
。各
学
科
同
窓
会
で
は
、Ｏ
Ｂ
と

の
交
流
活
動
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。本
年
も
皆

様
の
奮
っ
て
の
ご
参
加
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

工
学
部
同
窓
会

0
1
7
年
1
月
現
在
で
岡
山
大

学
歯
学
部
同
窓
会
正
会
員
数
は

1
，
９
０
0
名
を
超
え
、
卒
業
生

は
全
国
各
地
で
歯
科
医
療
、行
政
、研
究
、教
育

な
ど
の
場
で
活
躍
し
て
お
り
、本
会
の
規
模
が

年
々
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
本
部
の
み
な
ら
ず
岡
山
県
支
部
、兵

庫
県
支
部
、大
阪
府
支
部
、奈
良
県
支
部
、京
都

府
支
部
、北
海
道
支
部
、関
東
地
区
支
部
、東
海

地
区
支
部
、愛
知
県
支
部
、近
畿
地
区
支
部
、広

島
県
支
部
、
香
川
県
支
部
、
愛
媛
県
支
部
、
九

州
・
沖
縄
地
区
支
部
、大
学
支
部
が
設
立
さ
れ
、

各
地
で
充
実
し
た
活
動
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
島
根
県
支
部
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
7
月
に
は
、
年
に
一
度
、
同
窓
会
本
部
、

支
部
・
地
区
支
部
な
ら
び
に
代
議
員
会
の
役

員
が
岡
山
に
集
ま
り
、同
窓
会
役
員
連
絡
協
議

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
年
は
、
７
月
８
日

（
土
）
に
同
窓
会
役
員
連
絡
協
議
会
の
開
催
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、
翌
日
の
７
月
９

日（
日
）に
総
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。ど
う

ぞ
岡
山
に
お
集
ま
り
下
さ
い
。今
後
と
も
本
会

の
運
営
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

歯
学
部
同
窓
会

／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／
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／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／

2

工

境
理
工
学
部
同
窓
会
は
学
部
４

学
科
の
同
窓
会
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
平
成
28
年

に
開
催
さ
れ
た
各
学
科
同
窓
会
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

１
月
に
は
、
環
境
管
理
工
学
科
同
窓
会（
岡

山
大
学
拓
水
会
）が
定
例
総
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

10
月
に
は
、岡
山
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

イ
に
お
い
て
、環
境
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
同
窓
会

（
岡
山
大
学
環
会
）
の
後
援
に
よ
る
同
窓
生
と

在
校
生
の
交
流
会
が
本
年
も
開
催
さ
れ
ま
し

た
。環
境
管
理
工
学
科
で
は
博
士
前
期
課
程
修

了
生
の
藤
本
氏
（
積
水
化
学
工
業
）、
井
上
氏

（
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）、
大
野
氏（
岡

山
県
）
に
よ
る
講
演
会
を
催
し
ま
し
た
。在
校

生
に
と
っ
て
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
考
え
る
よ
い

機
会
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、
環
境
物
質
工
学

科
同
窓
会
総
会
後
に
卒
業
生
の
宮
氏（
山
形
大

学
）と
田
中
氏（
鳥
取
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
）

に
研
究
者
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
教
育

や
研
究
へ
の
想
い
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。懇
親
会
で
は
、

他
の
同
窓
生
も
交
え
て
在

校
生
と
の
交
流
を
は
か
り

ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
卒
業
生
の

皆
様
方
の
一
層
の
ご
協
力

と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

環
境
理
工
学
部
同
窓
会

環

山
大
学
助
産
師
同
窓
会
の
会
員

数
は
、
平
成
28
年
4
月
の
時
点

で
9
7
2
名
で
す
。

●
平
成
24
年
度
よ
り
大
学
院
修
士
課
程
で
助

産
師
教
育
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
28
年
度  

は
、
一
年
生
が
13
人
、
二
年
生
が
12
人
在
籍

し
て
い
ま
す
。

●
出
産
、
育
児
に
夢
を
持
て
る
社
会
づ
く
り

を
進
め
る
岡
山
県
内
の
イ
ベ
ン
ト「
お
ぎ
ゃ
っ

と
21
」
や
、
岡
山
市
と
岡
山
県
助
産
師
会
主

催
「
い
い
お
産
の
日
in
岡
山
」
の
事
業
に
、

岡
山
大
学
大
学
院
助
産
学
コ
ー
ス
の
学
生
が

参
加
し
て
い
ま
す
。
学
生
た
ち
は
こ
れ
ら
の

地
域
で
の
子
育
て
支
援
活
動
を
通
し
て
、
同

窓
会
の
先
輩
方
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

●
助
産
師
同
窓
会
で
は
5
年
ご
と
に
定
時
総

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
同
窓
会
の
開
催
に

あ
わ
せ
て
同
窓
生
の
住
所
の
確
認
を
行
い
、

5
年
に
一
度
同
窓
会
名
簿
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
会
費
を

納
入
さ
れ
た

方
に
は
同
窓

会
名
簿
を
お

送
り
し
て
い

ま
す
。
次
回

の
定
時
総
会

は
来
年
の
平

成
30
年
に
開

催
予
定
で
す
。

助
産
師
同
窓
会

岡
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際
同
窓
会
は
、2
0
1
1
年
設
立

以
来
、帰
国
留
学
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
を
進
め
て
お
り
、平
成
28

年
8
月
、国
内
外（
27
か
国
）に
50
か
所（
8
拠

点
含
む
）の
支
部
設
立
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
10
月
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
に
は
、毎
年
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
総
会
を
開
催
し
、他
の
イ
ベ
ン
ト
等
と
併
せ
て

大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、当
日
、総
会
後
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、支
部
代
表
者
と
本
学
役
員
、部
局
長
等

が
初
め
て
意
見
交
換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
さ
ら
な
る
発
展
、飛
躍
に
向
け
て
支

部
活
動
の
活
性
化
を
は
か
る
こ
と
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
回
総
会
は
平
成
29
年
10
月
21
日（
土
）で
す
。

国
際
同
窓
会

／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／
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翔
会
は
、
昭
和
7
年
、
社
会
が
期

待
す
る
「
よ
き
医
師
・
よ
き
研
究

者
」を
目
指
す
た
め
、卒
業
生
、医

局
員
、
在
学
生
、
教
職
員
を
会
員
と
す
る
岡
山

医
学
同
窓
会
と
し
て
設
立
さ
れ
、
平
成
18
年
、

鶴
翔
会
と
命
名
さ
ま
し
た
。医
学
部
と
と
も
に

歩
を
進
め
、
多
く
の
会
員
が
医
学
、
医
療
の
各

分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

【
平
成
29
年
度
鶴
翔
会
総
会
】

日
時
／
平
成
29
年
６
月
３
日（
土
）13
時
〜
20
時

場
所
／
岡
山
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

（
岡
山
市
北
区
浜
2
ー
3
ー
12
）

連
絡
先
／
鶴
翔
会
事
務
局

〒
7
0
0
ー
8
5
5
8

岡
山
市
北
区
鹿
田
町
２
ー
５
ー
１

T
E
L
／
0
8
6
ー
2
3
5
ー
7
0
6
0

F
A
X
／
0
8
6
ー
2
3
5
ー
7
0
5
2

dosokai@
m
d.okayam

a-u.ac.jp

　

当
日
は
、総
会
、講
演
会
、懇
親
会
等
が
開
催

さ
れ
ま
す
。ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
鶴
翔
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

鶴
翔
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

内
容
を
充
実
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。ご
意
見
、ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.okayam

a-u.ac.jp/

user/m
dosokai/

【
医
学
部
創
立
１
５
０
周
年
に
向
け
た
取
り
組
み
】

医
学
部
は
、
平
成
32
年
（
2
0
2
0
）
に
創
立

1
5
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。更
な
る
発
展
の
礎

鶴

国

き
わ
会
の
歴
史
は
1
9
2
1
年

（
大
正
十
年
）岡
山
衛
生
会
産
婆

看
護
婦
養
成
科
開
設
に
始
ま
り
ま

す
。そ
の
後
、厚
生
女
学
部
、岡
山
大
学
部
医
学

部
附
属
看
護
学
校
、医
療
技
術
短
期
大
学
部
、

医
学
部
保
健
学
科
看
護
学
専
攻
と
名
前
は
変

わ
っ
て
も
看
護
の
心
は
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
看
護
の
心
を
つ
な
ぐ
た
め
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に「
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
」を
掲
載
し
て
い
ま
す
。一
度

の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、来
年
度
は
、創

立
百
周
年
に
向
け
て
準
備
を
始
め
ま
す
。

　

さ
て
、今
年
の
8
月
に
は
、と
き
わ
会
総
会
を

開
催
し
ま
す
。ぜ
ひ
、多
く
の
方
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。看
護
の
心
を
語
り
合
い
、百

周
年
に
向
け
て
の
ご
意
見
な
ど
を
い
た
だ
け
れ

ば
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

【
と
き
わ
会　

総
会
】

日
時
／
平
成
29
年
8
月
5
日（
土
）

場
所
／
ホ
テ
ル 

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山

と
き
わ
会
事
務
局

T
E
L
／
0
8
6
ー
2
3
5
ー
7
8
0
2

T
E
L
／
0
8
6
ー
2
3
5
ー
6
0
9
0

http://tokiw
akai.net/

e-m
ail

／m
ail@

tokiw
akai.net

と

創
立
五
十
周
年
記
念
館

寄
附
金
執
行
状
況
の
報
告

（平成27年度末現在　単位：円）

鶴
翔
会（
岡
山
医
学
同
窓
会
）

を
築
き
、次
代
の
扉
を
押
し
開
く
記
念
事
業
を 

展
開
し
て
い
ま
す
。多
く
の
ご
支
援
に
感
謝
い

た
し
ま
す
と
共
に
、更
な
る
ご
理
解
と
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

1
5
0
周
年
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
U
R
L
／

http://w
w
w
.m
ed15

0th.ccsv.okayam
a-

u.ac.jp/index.htm
l

【
支
部
活
動
】

鶴
翔
会
の
各
支
部
で
は
支
部
総
会
開
催
等
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、
お
近
く

の
各
支
部（
鶴
翔
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。）に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

年　度 寄附繰越額 執行額 執行残額 執行内訳

H16年度

H17年度
H18年度
H19年度
H20年度
H21年度
H22年度
H23年度
H24年度
H25年度
H26年度
H27年度

42,387,575
40,551,533
38,726,800
36,884,708
36,727,371
36,727,371
34,249,371
34,249,371
33,392,571
21,091,769
20,458,591

1,836,042
1,824,733
1,842,092
157,337

0
2,478,000

0
856,800

12,300,802
633,178

0

40,551,533
38,726,800
36,884,708
36,727,371
36,727,371
34,249,371
34,249,371
33,392,571
21,091,769
20,458,591
20,458,591

人件費
人件費
人件費
人件費

空調設備改修

空調機保守点検 他
映像デジタル化設備 他
消防用設備保全業務 他

47,580,000 5,192,425 42,387,575 光熱水料等（3,384,132）、人件費（1,808,293）

と
き
わ
会

（
岡
山
大
学
看
護
学
同
窓
会
）
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発行 ： 岡山大学Alumni（全学同窓会）事務局

岡山大学の同窓生、在学生、教職員、教職員OB専用交流ウェブサイト

将来的には、在学生への就職支援ネットワークの構築も目指しています。
詳細および登録申請については下記URLをご覧ください。

◆ 岡山大学Alumni（全学同窓会）、岡山大学、学部同窓会等から、
　 イベント案内や活動報告など、様 な々情報を受けることができます。

◆ ご希望により「岡大アラムナイネット」に登録した方同士で、
　 ウェブ上の交流が可能になります。

ホームページ　https://ou-alumninet.okayama-u.ac.jp/

岡大アラムナイネット SEARCH

「岡大アラムナイネット」にぜひご登録ください！
Okayama University alumninet

登録・利用料無料

登録すると…

会費納入のお願い
岡山大学Alumni（全学同窓会）は、岡山大学の同窓生、在学生、教職員、教職員OBの皆様からの会費を財源として、各種
支援・交流創出・運営等の事業を実施しています。Alumniの活動をご理解いただき、ぜひ会費の納入をお願いいたします。
Alumni事務局までご一報いただければ、専用の振込用紙（振込手数料無料）をお送りいたします。

※すでに納入いただいた方は、あらためて
納入いただく必要はございません。

終身会費：10,000円

住所変更等ご連絡のお願い
会報を皆様のお手元に確実にお届けするため、お名前・ご住所等
を変更された場合は、Alumni事務局までご連絡ください。ご連絡
いただいた情報は、皆様の所属学部等同窓会にも連絡させてい
ただき、厳重に管理いたします。

　　氏名（新・旧）、住所等連絡先（新・旧）、
　　卒業学部、卒業年度

ご注意ください
下記のような情報が寄せられています。岡山大学および同窓会とは一切関係が無く、
万一対応されても責任を負いかねますので、絶対に対応しないでください。 
◆郵便局（員）をかたり、同窓生の連絡先を聞きだそうとする不審な電話があった。
◆「岡大ジャーナル新聞会」と称する団体から取材や購読依頼があった。（本件に関する
問い合せは岡山大学学生支援課まで☎086-251-7182）

◆「人事新報社」「学芸出版（株）」と称する企業から、同窓会名簿の作成・購入を依頼す
るDMが届いた。


